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安来市教育委員会

～安来市立小中学校の目指す望ましい教育環境の整備に向けて～

資料１
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本日の内容

１

◎３小学校再編後の場所、再編時期について

◎３小学校の再編について

▪使用施設選定フロー

▪学校施設現地確認会での意見

▪立地に関する評価と敷地・建物に関する評価

▪再編の時期について（最短で試算）



◎３小学校の再編について

２

【本日の議題➀】
 ３小学校の再編
について



▪使用施設選定フロー

各学校の評価

使用施設の候補設定

使用施設の改修項目の整理

３

地域の意見を加味した上で
総合評価により決定！！！

【敷地及び建物に関する評価】
　・敷地に関する評価
　・建物に関する評価

【立地に関する評価】
　・利便性に関する評価
　・安全性の評価
　・環境性の評価
　

◎３小学校再編後の場所、再編時期について



４

【資料２】学校施設視察後の意見交換概要 

【資料３】第二中学校校区内学校施設現地確認会の意見 

▪学校施設現地確認会での意見



▪立地に関する評価と敷地・建物に関する評価
校舎 立地に関する評価 敷地・建物に関する評価 合計

宇賀荘小学校

　・周辺の児童数が多い 
　・地域交流センターと近接している 

  ・校舎及び体育館の健全度が高い
  ・体育館の規模が大きい

 
 ・想定浸水深が深い
 ・過去の地盤災害履歴がある

 ・校舎及び教室の面積が狭く、教室数も少
　 ない

評価点  74  76 150 　(82.0) 

南小学校

　・周辺の児童数が多い 
　・幹線道路沿線に立地している 

  ・建物の規模が大きい
　・校舎及び体育館は比較的新しい

  ・極端に評価が低いものはない
  ・駐車場との高低差がある
  ・校舎及び体育館の健全度が低い

評価点  83 100 183　(100.0) 

第二中学校

　・周辺の児童数が多い 
　・幹線道路沿線に立地している 

  ・建物の規模が大きい
　・体育館の老朽度が低く、健全度が高い

  ・地域交流センターから離れている
  ・校舎の老朽度が高い
  ・体育館の規模が小さい

評価点  88  87 175 　(95.6) 

能義小学校 

　・幹線道路沿線に立地している 
　・地域交流センターと近接している 

  ・学級面積が広く、校舎の健全度が高い
　・体育館の規模が大きい 

   ・周辺児童数が少ない
  ・過去の地盤災害履歴がある

　・校舎の面積が狭く、教室数も少ない

評価点  65  80 145 　(79.2) 

※　各学校で上段が主な優位な点、下段が主な懸念される点。（　　）内は最高点を100とした場合の指数

５



▪再編の時期について（最短で試算）

６



わたしたち大人が

未来を生きる子どもたちのため

今　考えるときである
７


